
　地域総合学部は、所定の履修細則に従って卒業所要単位124を修得し、次の学修成果が確認できた者に、地域コミュ
ニティ学科は「学士（地域学）」、政策デザイン学科は「学士（政策学）」の学位を授与する。

　１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる。
　聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、現代社会の中でよく生きることについて、自分の考
えを論じることができる。特に、高い道徳性と幅広い知識を備えた市民として、地域のあり方を深く考えること
ができる。

　２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を活用できる。
　高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテ
ラシー、数理リテラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。特に、ものごとを論理的・批判
的に考え、それを口頭や文章で表現することができる。

　３．課題を発見し、その解決のために学修成果を活用して取り組むことができる。
　地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、教養教育及び専門分野の学修成果を総合的に活用する
ことで課題の解決案を提示することができる。特に、「よりよい地域とは何か」を深く考えることのできる能力、
さまざまな立場の者と協働できる能力、現実の地域のあり方を分析し地域の課題を自ら解決できる能力を総合的
に駆使して、地域の課題に取り組むことができる。

　４．ものごとを広く多様な視点から認識し、異なる認識・思考方法や価値観に理解を示すことができる。
　自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異なる認識や思考方法、異なる価値観に理解を示
すことができる。特に、現代の地域社会が抱える諸課題についてさまざまな視角から考察し、解決に向かう道筋
を探求することができる。

　５．地域総合学部においては、次の学修成果を示すことができる。

　　地域コミュニティ学科においては、次の学修成果を示すことができる。
　　⑴  　大学の教室だけでなく、フィールドワークを通じて地域という現場で学ぶことにより、地域に関する認識を

深め、地域住民の視点から地域の現状と課題を具体的に把握することができる。
　　⑵  　学際的で科学的な学修を通じて、現実の地域が自然、産業、教育、福祉など多様な諸要素から構成されてい

ることを理解し、それらの複合的な連関を追究するために必要な各種の専門的知識を活用することができる。
　　⑶  　地域を分析し、地域の課題を見いだすために必要な種々のワークスキル、すなわち地域調査のさまざまな手法、

各種統計データの収集と分析の技法、文書資料の収集と読解の方法、作図や作表の技法を駆使することができる。
　　⑷  　地域に関するフィールドワークおよびデータ分析に基づいて、地域住民の視点からよりよき地域のあり方を

構想するとともに、それを提案するためのプレゼンテーションをおこなうことができる。

　　政策デザイン学科においては、次の学修成果を示すことができる。
　　⑴  　地域社会の果たす役割や位置づけを、国内のみならず地球規模の社会経済システムとの関係において、広い

視点から理解することができる。
　　⑵  　地域社会の人びとが抱える多様な問題に対する理解を深め、それらを公正で包摂的な社会の実現に向けた政

策的課題として把握することができる。
　　⑶  　地域の課題を解決するために必要な政策を、政策遂行の担い手となる公共行政、経済産業、市民社会領域そ

れぞれの視点から多角的に考察することができる。
　　⑷  　学修成果を総合的に活用しながら、自ら率先して課題把握・政策提案の主体となり、また他者と協働してそ

の遂行にあたることができる。

５．地域総合学部「学位授与の方針」
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